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去
る
５
月
２
５
日
（
土
）
午
後
、
品
川

区
荏
原
第
三
区
民
集
会
所
に
て
２
０
１

３
年
度
定
例
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

大
川
理
事
長
の
「
電
話
相
談
を
受
け
て
い

て
、
や
っ
と
の
思
い
で
相
談
先
に
た
ど
り

つ
い
た
感
を
お
持
ち
の
方
が
多
数
お
ら

れ
る
こ
と
に
、
改
め
て
建
築
Ｇ
メ
ン
の
会

の
存
在
及
び
活
動
を
広
く
知
っ
て
頂
く

活
動
が
足
ら
な
い
こ
と
を
痛
感
し
た
次

第
で
す
。
建
築
Ｇ
メ
ン
の
会
と
し
て
、
継

続
的
な
活
動
が
重
要
で
あ
り
、
よ
り
良
い

住
ま
い
を
求
め
る
消
費
者
の
強
い
味
方

で
あ
り
続
け
る
こ
と
を
信
念
と
し
て
、
更

な
る
研
鑽
を
重
ね
、
活
動
を
続
け
て
い
き

た
い
。
ま
た
、
当
会
の
活
動
に
関
す
る
情

報
発
信
を
積
極
的
に
実
施
し
た
い
。
」
と

の
挨
拶
の
後
、
議
案
書
の
各
議
案
の
審
議

に
入
り
ま
し
た
。 

最
初
に
２
０
１
２
年
度
の
一
般
活
動

報
告
、
事
業
報
告
、
決
算
報
告
及
び
監
査

報
告
に
つ
い
て
担
当
理
事
、
監
事
よ
り
報

告
が
あ
り
、
賛
成
多
数
に
て
可
決
さ
れ
ま

し
た
。 

次
に
今
年
度
の
一
般
活
動
方
針
、
事
業

計
画
、
予
算
に
つ
い
て
各
担
当
理
事
よ
り

提
案
説
明
が
行
わ
れ
、
満
場
一
致
で
可
決

さ
れ
ま
し
た
。 

最
後
に
、
今
年
度
の
役
員
選
考
が
行
わ

れ
、
事
前
に
役
員
選
考
規
則
に
し
た
が
い

推
薦
さ
れ
た
十
四
名
の
理
事
、
一
名
の
監

事
が
満
場
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

今
年
度
の
総
会
は
、
当
日
午
前
中
の
意

見
交
換
会
で
話
し
合
っ
た
事
で
も
あ
り

ま
す
が
、
大
川
理
事
長
の
挨
拶
に
あ
っ
た

よ
う
に
、
消
費
者
の
た
め
に
当
会
の
活
動

を
広
く
知
っ
て
頂
く
た
め
に
何
を
す
べ

き
か
に
つ
い
て
活
発
な
議
論
が
行
わ
れ
、

有
意
義
な
会
議
で
あ
っ
た
と
感
じ
て
い

ま
す
。 

 

□
２
０
１
３
年
度
役
員
の
ご
紹
介 

 

六
月
八
日
の
定
例
理
事
会
に
お
い
て
、

あ
ら
か
じ
め
総
会
で
選
任
さ
れ
た
理
事

の
互
選
に
よ
り
、
本
年
度
の
当
会
役
員
が

以
下
の
通
り
決
定
い
た
し
ま
し
た
。 

な
お
、
氏
名
下
欄
の
カ
ギ
括
弧
内
は
担

当
す
る
部
会
を
示
し
、
う
ち
部
会
名
を
□

で
囲
ん
で
表
示
し
て
い
る
も
の
に
つ
い

て
は
、
そ
の
理
事
等
が
当
該
部
会
の
長
で

あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。 

 

顧
問  

田
中
峯
子 

山
本
孝 

「
総
務
部
会
、
技
術
研
究
部 

会
（
法
務
・
法
規
）
」 

 

理
事
長  

大
川
照
夫
「
財
務
部
会
、
技
術
研
究
会

（
法
務
・
法
規
）
」  

 副
理
事
長  

第
一
位 

川
口
晴
保
「
広
報
部
会
（
会
報
、
ＨＰ
担

当
）
、
渉
外
部
会
」 

第
二
位 

石
岡
善
正
「
総
務
部
会
、
広
報
部
会
（
会

報
担
当
）
」 

第１２１号 

NPO 法人建築Ｇメンの会 
〒142-0052 

東京都品川区東中延 1-4-17-202 

発 行 責 任 者 :理 事 長 大 川 照 夫 

T E L  0 3 - 6 4 2 6 - 1 3 5 0 

F A X  0 3 - 6 4 2 6 - 1 3 5 1 

E-Mail jimukyoku@kenchiku-gmen.or.jp 

Homepage URL 

http://www.kenchiku-gmen.or.jp/  

二
〇
一
三
年
度 

 

定
例
総
会
及
び
役
員 

の
報
告 

 

文
責 

事
務
局 

中
山
良
夫 

総会の様子 

http://www.kenchiku-gmen.or.jp/


（ 2）  2013 年（平成 25 年）  6 月15日  NPO 法人建築Ｇメンの会  会報「楔」第121号 

欠陥住宅・欠陥建築で悩む人を救い、住宅検査の技術向上を目指すＮＰＯ建築Ｇメンの会  

会
員
寄
稿 

改
正
省
エ
ネ
法
と 

「
登
録
建
築
物
調
査
機
関
」 

に
つ
い
て 
 

文
責 

理
事 
鈴
木
幸
司 

常
任
理
事  

桑
原
秀
朗
「
広
報
部
会
（
会
報
担
当
）
、

広
報
部
会
（
HP
担
当
統

括
）
、
技
術
研
究
部
会(

法

務
、
法
規)

」 
 

古
屋
敷
直
樹
「
広
報
部
会
（
会
報
担
当
）
、

渉
外
部
会
、
総
務
部
会
」 

佐
藤
賢
典
「
渉
外
部
会
、
技
術
研
究
部 

会
（
構
造
工
法
）
」 

田
岡
照
良
「
渉
外
部
会
、
研
修
・
講
部

会
、
技
術
研
究
部
会
（
設

備
）
、
出
版
部
会
」  

髙
木
幸
一
「
広
報
部
会
（
会
報
担
当
統

括
）
、
研
修
・
講
習
部
会
、

渉
外
部
会
」  

原
田
久
義
「
研
修
・
講
習
部
会
、
技
術

研
究
部
会
（
構
造
工
法
）
」  

 

理
事  

赤
坂
裕
志
「
研
修
・
講
習
部
会
、
総
務

部
会
、
技
術
研
究
部
会

（
法
務
・
法
規
）
」  

大
川
堅
人
「
広
報
部
会
（
会
報
担
当
）
、

渉
外
部
会
、
研
修
・
講
習

部
会
、
総
務
部
会
」  

蒲
生
政
明
「
広
報
部
会
（
会
報
担
当
）
、

渉
外
部
会
」 

鈴
木
幸
司
「
渉
外
部
会
」 

  

松
下
峻
夫
「
広
報
部
会
（
会
報
担
当
）
、

渉
外
部
会
」  

 

監
事  

藤
井
章
旨 

 

事
務
局
長 

中
山
良
夫
「
出
版
部
会
、
広
報
部
会
（
HP 

担
当
）
、
財
務
部
会
」 

  

 
 
 
 
 
 
 
 

 

    
 

    

私
が
所
属
す
る
一
般
社
団
法
人
富
士

建
築
士
会
は
、
本
年
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用

の
合
理
化
に
関
す
る
法
律
（
省
エ
ネ
法
）

に
基
づ
く
「
登
録
建
築
物
調
査
機
関
」
に

登
録
申
請
を
い
た
し
ま
し
た
。 

少
し
だ
け
説
明
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
が
、
私
た
ち
、
一
般
社
団
法
人
富
士
建

築
士
会
は
全
国
で
「
48
番
目
」
の
建
築
士

会
で
す
。
（
建
築
士
法
改
正
前
は
各
都
道

府
県
に
一
つ
、
つ
ま
り
47
し
か
建
築
士
会

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
） 

自
由
に
活
動
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た

富
士
建
築
士
会
（
48
番
目
で
す
か
ら
Ｆ
Ｋ

Ｋ
48
と
名
乗
っ
て
い
ま
す
）
が
目
を
つ
け

た
の
が
、
平
成
20
年
の
改
正
（
平
成
22
年

４
月
か
ら
施
行
）
に
よ
っ
て
、
一
気
に
適

用
の
範
囲
が
広
が
っ
た
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

使
用
の
合
理
化
に
関
す
る
法
律
」
（
通
称

省
エ
ネ
法
）
で
す
。 

                 

つ
ま
り
法
改
正
以
前
は
2000
㎡
を
超
え

る
建
物
に
の
み
義
務
付
け
ら
れ
て
い
た

「
省
エ
ネ
措
置
の
届
出
」
が
、
平
成
22
年

４
月
か
ら
「
住
宅
以
外
の
300
㎡
を
超
え
る

建
物
」
に
も
必
要
に
な
っ
た
の
で
す
。 

同
時
に
、
申
請
者
の
利
便
性
の
向
上
を

は
か
る
た
め
、
建
物
所
有
者
は
登
録
建
築

物
調
査
機
関
に
よ
る
適
合
書
を
受
け
る

こ
と
に
よ
っ
て
定
期
報
告
を
免
除
さ
れ
、

代
わ
り
に
登
録
建
築
物
調
査
機
関
が
所

管
行
政
庁
に
報
告
す
る
こ
と
が
出
来
る

  
第一種特定建築物 

（床面積2000㎡以上） 

第二種特定建築物 

（床面積 300 ㎡以上 

2000 ㎡未満） 

省エネ措置の届

出の対象となる

行為 

新築／増改築／屋根、

壁又は床の修繕又は模

様替／空気調和設備等

の設置又は一定の改修 

新築／増改築 

定期報告の対象 省エネ措置の届出をし

たもの 

省エネ措置の届出をし

たもので住宅を除く 

定期報告の内容 届出事項に係る維持保

全の状況 

届出事項に係る維持

保全の状況（空気調和

設備等の省エネ措置

に限る） 

省エネ法による届出と定期報告の対象 



（ 3）  2013 年（平成 25 年）  6 月15日  NPO 法人建築Ｇメンの会  会報「楔」第121号 

欠陥住宅・欠陥建築で悩む人を救い、住宅検査の技術向上を目指すＮＰＯ建築Ｇメンの会  

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

 
ま
た
「
低
炭
素
建
築
物
」
認
定
制
度
も

始
ま
り
ま
し
た
。
こ
の
制
度
に
つ
い
て
国

土
交
通
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
引
用

し
ま
す
。 

h
t
t
p
:
//
w
w
w.
m
l
it
.
g
o.
j
p
/ju

t
a
k
u
ke
n

t
i
k
u
/
ho
u
s
e/
j
u
ta
k
u
ke
n
t
iku

_
h
o
u
se
_

t
k
4
_
0
00
0
6
5.
h
t
ml 

 

（
引
用
こ
こ
か
ら
） 

東
日
本
大
震
災
を
契
機
と
し
て
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
需
給
が
変
化
し
、
国
民
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

利
用
や
地
球
温
暖
化
問
題
に
関
す
る
意
識

が
高
ま
っ
て
い
る
中
、
低
炭
素
・循
環
型
社

会
の
構
築
を
図
り
、
持
続
可
能
で
活
力
あ

る
国
土
づ
く
り
を
推
進
す
る
こ
と
が
重
要

な
課
題
で
す
。 

 

こ
の
た
め
、
都
市
機
能
の
集
約
や
そ
れ
と

連
携
し
た
公
共
交
通
機
関
の
利
用
促
進
、

建
築
物
の
低
炭
素
化
等
の
施
策
を
講
じ
る

こ
と
に
よ
り
、
地
域
に
お
け
る
成
功
事
例
を

蓄
積
し
、
そ
の
普
及
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
た
、
「都
市
の
低
炭
素
化
の
促
進
に
関
す

る
法
律
」
が
平
成
24
年
９
月
５
日
に
公
布

さ
れ
、
平
成
24
年
12
月
４
日
に
施
行
さ
れ

ま
し
た
。 

 

こ
の
法
律
で
は
、
市
街
化
区
域
等
内
（都

市
計
画
法
第
７
条
第
１
項
に
規
定
す
る
市

街
化
区
域
及
び
同
項
に
規
定
す
る
区
域
区

分
に
関
す
る
都
市
計
画
が
定
め
ら
れ
て
い

な
い
同
法
第
４
条
第
２
項
に
規
定
す
る
都

市
計
画
区
域
の
う
ち
同
法
第
８
条
第
１
項

第
１
号
に
規
定
す
る
用
途
地
域
が
定
め
ら

れ
て
い
る
土
地
の
区
域
）に
お
い
て
、
低
炭
素

化
の
た
め
の
措
置
が
講
じ
ら
れ
た
建
築
物
の

新
築
等
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
低
炭
素

建
築
物
新
築
等
計
画
を
作
成
し
、
所
管
行

政
庁
の
認
定
を
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
申
請
を
受
け
た
所
管
行
政
庁
は
、
低

炭
素
建
築
物
新
築
等
計
画
が
建
築
物
の
低

炭
素
化
を
促
進
す
る
た
め
の
基
準
に
適
合

す
る
と
き
は
、
計
画
を
認
定
す
る
こ
と
と
し

て
お
り
ま
す
。 

 

認
定
を
受
け
た
建
築
物
に
つ
い
て
は
、
低

炭
素
化
に
資
す
る
措
置
を
と
る
こ
と
に
よ

り
通
常
の
建
築
物
の
床
面
積
を
超
え
る
こ

と
と
な
る
一
定
の
床
面
積
に
つ
い
て
容
積
率

算
定
の
基
礎
と
な
る
床
面
積
に
算
入
し
な

い
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
認
定
を

受
け
た
一
定
の
新
築
住
宅
に
つ
い
て
は
、
税

制
優
遇
措
置
の
対
象
と
な
り
ま
す
。 

（
引
用
終
わ
り
） 

 

と
い
う
、
大
ま
か
に
言
え
ば
住
宅
ロ
ー
ン
減

税
が
拡
大
さ
れ
る
制
度
で
す
。
今
後
「登
録

建
築
物
調
査
機
関
」は
こ
の
低
炭
素
住
宅
の

調
査
に
も
関
わ
っ
て
行
く
だ
ろ
う
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。 

以
上
、
静
岡
県
富
士
市
に
設
立
さ
れ
た

一
般
社
団
法
人
富
士
建
築
士
会
の
新
し
い

試
み
に
つ
い
て
ご
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
の

で
す
が
、
富
士
建
築
士
会
の
建
築
物
調
査

の
範
囲
は
県
内
に
限
ら
れ
ま
す
。
省
エ
ネ
措

置
が
変
更
さ
れ
て
い
な
い
か
、
図
面
と
違
っ

て
い
な
い
か
、
実
際
に
そ
の
目
で
確
認
し
に

行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
す
。 

 

全
国
組
織
と
し
て
は
、
消
費
者
の
立
場
に

立
つ
と
宣
言
し
た
「建
築
Ｇ
メ
ン
の
会
」く
ら

い
こ
の
「建
築
物
調
査
機
関
」に
相
応
し
い
団

体
は
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
（一
級

建
築
士
の
資
格
を
持
ち
、
か
つ
国
土
交
通

省
令
第
５
号
第
３
章
に
規
定
さ
れ
た
登
録

講
習
機
関
の
試
験
に
合
格
し
た
資
格
者
を

２
名
以
上
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
の

資
格
は
個
人
に
付
与
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、

登
録
建
築
物
調
査
機
関
と
し
て
の
登
録
要

件
の
ひ
と
つ
と
さ
れ
て
い
ま
す
） 

ご
検
討
願
え
れ
ば
幸
い
で
す
。 

 

参
考
ま
で
に
、
去
る
５
月
24
日
に
国
会

で
可
決
成
立
し
た
、
省
エ
ネ
法
の
最
新
の

法
改
正
の
概
要
を
記
し
ま
す
。 

 
 

一緒に活動しませんか！ 

 

●会員の種類   ●年会費 

正  会  員 ----- 24,000 円 

消費者正会員 ----- 12,000 円 

一 般 会 員  -----  6,000 円 

団体一般会員 ----- 48,000 円 

   

※ご入会の際は入会申込書が必要です。 

事務局までご連絡ください。 

会員の種類： 
正会員、消費者正会員、一般会員、団体一般会員の４種あります。「義務と
権利」、「会費」が異なります。 
 
▽正会員 
「正会員」は、会の中核を担う存在で、総会の議決権を持ち、会の目的達成
のために必要な活動をし、会の運営に携わるものとします。相談等の業務へ
の対応は消費者正会員を除く「正会員」である必要があります。 
 
▽一般会員 
「一般会員」は「正会員」に比べ賛助会員としての性格を帯びています。も
ちろん積極的な参加もできますが、イベント参加や情報提供だけで良いとい
う方向けのものです。会社など団体で登録される場合は「団体一般会員」と
なりますが、会社の責任者が別途正会員になる必要があります。また、団体
一般会員であることを宣伝したり、名刺等に表記できません。 
   

http://www.mlit.go.jp/jutakukentiku/house/jutakukentiku_house_tk4_000065.html
http://www.mlit.go.jp/jutakukentiku/house/jutakukentiku_house_tk4_000065.html
http://www.mlit.go.jp/jutakukentiku/house/jutakukentiku_house_tk4_000065.html
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□
業
務
完
了
後
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら 

事
務
局
で
は
、
調
査
業
務
完
了
後
に
ご

依
頼
い
た
だ
い
た
方
へ
ア
ン
ケ
ー
ト
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
ご
回
答

を
頂
い
た
中
か
ら
一
部
を
ご
紹
介
し
ま

す
。 

  

建
築
Ｇ
メ
ン
の
方
に
は
本
当
に
お
世

話
に
な
り
ま
し
た
。
素
人
で
は
知
り
得
ず
、

業
者
の
言
い
な
り
に
な
っ
て
し
ま
う
よ

う
な
こ
と
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。 無

料
相
談
会
が
年
数
回
行
わ
れ
て
い

る
と
の
こ
と
で
す
が
、
有
料
で
も
回
数
を

増
や
し
て
い
た
だ
け
る
と
良
い
と
思
い

ま
す
。
（
東
京
都
在
住
の
方
か
ら
） 

      

□
第
十
二
回
建
築
Ｇ
メ
ン 

認
証
試
験
合
格
発
表 

次
の
方
が
合
格
さ
れ
ま
し
た
。
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

・
峯 

正
浩
（
佐
賀
県
） 

 

   

□
会
報
作
成
協
力
の
お
願
い 

 

会
報
作
成
作
業
に
ご
協
力
い
た
だ
け

る
会
員
の
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た

ら
、
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

     

～～
編編
集集
後後
記記
～～ 

最
近
、
不
特
定
多
数
の
消
費
者
あ
て
に
、

「
日
本
建
築
士
協
会
」
と
名
乗
る
団
体
か

ら
、
「
耐
震
改
修
促
進
法
の
た
め
の
既
存

鉄
骨
造
建
築
物
の
耐
震
診
断
に
つ
い
て

重
要
な
お
知
ら
せ
」
と
い
う
詐
欺
メ
ー
ル

が
送
ら
れ
て
き
て
い
る
そ
う
で
す
。 

こ
れ
は
現
存
す
る
建
築
士
会
等
と
は

一
切
関
係
の
な
い
、
い
わ
ゆ
る
「
フ
ィ
ッ

シ
ン
グ
メ
ー
ル
」
で
す
。
ご
注
意
く
だ
さ

い
。 

（
Ｋ
・
Ｓ
） 

マ
ン
シ
ョ
ン
内
覧
会
立
会
い
業
務
を
ご

依
頼
の
方
か
ら
の
ご
回
答 

 

事事
務務
局局
かか
らら
のの
おお
知知
らら
せせ  

 


